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(57)【要約】
ビデオの水平フレーミングを動的に維持するための方法
及び装置である。本システムは、撮影しながらユーザが
自由にデバイスを回転することを可能にする一方で、撮
影の間、最終出力を、デバイスビューファインダ又はス
クリーン上のオーバーレイで可視化する。結果として生
じる記録は、単一方向を安定した水平に維持するように
後で補正される。本システム及び方法は、キャプチャさ
れたビデオのキャプチャされた表示上にオーバーレイを
効果的に表示する。オーバーレイは、方向に関して修正
された画像を示す。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データを保存する方法であって、
　第１の方向を有する第１の画像を表すデータを受信するステップと、
　重力に関してデバイス垂直方向を示す第２の方向を表すデータを受信するステップと、
　前記第２の方向が前記第１の画像の垂直方向となるように前記第１の画像を再方向付け
して再方向付け画像を生成するステップと、
　前記再方向付け画像を保存するステップと、
　を含む、前記方法。
【請求項２】
　前記第１の画像を表示するステップと、
　前記第２の方向を示すインジケータを表示するステップと、
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記インジケータは、アスペクト比及び前記第２の方向を表すグラフィックであり、前
記インジケータは、前記再方向付け画像を表す手法で前記第１の画像上にオーバーレイさ
れる、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記アスペクト比は、前記第２の方向に応じて変化する、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の画像は、ビデオのフレームである、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　第１の方向を有する画像データをキャプチャするための画像センサと、
　回転値を判定するための回転センサと、
　前記回転値に応じて第２の方向を決定し、前記第２の方向に応じて前記画像データを再
方向付けして再方向付け画像を生成し、前記再方向付け画像を格納するプロセッサと、
　を備えた、装置。
【請求項７】
　前記画像を表示し、前記第２の方向を示すインジケータを表示するディスプレイをさら
に備えた、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記インジケータは、アスペクト比及び前記第２の方向を表すグラフィックであり、前
記インジケータは、前記再方向付け画像を表す手法で前記画像上にオーバーレイされる、
請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記アスペクト比は、前記第２の方向に応じて変化する、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記画像は、ビデオのフレームである、請求項５に記載の装置。
【請求項１１】
　キャプチャモードを初期化するステップと、
　画像を表すデータを受信するステップと、
　回転位置を表すデータを受信するステップと、
　前記キャプチャモードを非アクティブ化するステップと、
　前記回転位置に応じて前記画像を回転して、回転された画像を生成するステップと、
　前記回転された画像を格納するステップと、
　を含む、方法。
【請求項１２】
　前記画像を表示するステップと、
　前記回転位置を示すインジケータを表示するステップと、
　をさらに含む、請求項１１に記載の方法。
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【請求項１３】
　前記インジケータは、アスペクト比及び前記回転位置を表すグラフィックであり、前記
インジケータは、前記回転された画像を表す手法で前記画像上にオーバーレイされる、請
求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記アスペクト比は、前記回転位置に応じて変化する、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記画像は、ビデオのフレームである、請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　ビデオストリームを処理する方法であって、
　ビデオキャプチャモードを初期化するステップと、
　ビデオストリームを表す第１のデータを受信するステップと、
　前記ビデオストリームの表示を表示するステップと、
　アスペクト比を表す第２のデータを受信するステップと、
　回転位置を表す第３のデータを受信するステップと、
　前記ビデオストリームの前記表示の上に、前記アスペクト比及び前記回転位置を表すグ
ラフィックをオーバーレイするステップと、
　を含む、前記方法。
【請求項１７】
　前記アスペクト比は、前記回転位置に応じて変化する、請求項１６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この出願は、２０１３年３月８日に出願された米国継続出願第６１／７７５，３２４号
からの優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電子デバイスは、ますます至るところに存在し始めている。モバイルフォン、音楽
プレイヤー、カメラ、タブレット等のこれらのデバイスはしばしば、デバイスの組み合わ
せを含み、従ってレンダリングは非常に豊富な複数の目的を支援する。例えば、アップル
社のiPhone又はサムスン社のGalaxy android phoneなどの現在のタッチスクリーン携帯電
話は、ビデオ及び静止カメラ、全地球測位案内システム、インターネットブラウザ、テキ
スト及び電話、ビデオ及び音楽プレイヤー、その他を含む。これらのデバイスはしばしば
、データを伝送し受信するために、ｗｉｆｉ、有線、３Ｇなどのセルラーなどの多重ネッ
トワークを利用可能である。
【０００３】
　携帯電子機器における二次的な特徴の質は、絶えず改善している。例えば、初期の「カ
メラフォン」は、固定焦点レンズ付でフラッシュなしの低解像度センサで構成された。今
日では、多くのモバイルフォンは、高鮮明度ディスプレイとともに、十分な高鮮明度ビデ
オ容量、編集及びフィルタリングツールを含む。この増大した容量を用いて、多くのユー
ザは、これらのデバイスを彼らの一番目の写真撮影デバイスとして使用している。従って
、さらに一層改善された性能及びプロフェッショナルなグレードで埋め込まれた写真撮影
ツールについて需要がある。
【０００４】
　例えば、モバイルデバイス上の多くのビデオは、言わばユーザが不注意にモバイルデバ
イスを回転する可能性がある場所で記録され、それによりビデオ水平線(video horizon)
を視聴者に対してビデオの垂直方向（orientation）に傾ける。例示の場合において、ユ
ーザは、垂直方向においてカメラを用いて撮影を開始することができ、水平方向に変化す
ることができる。これは、ビデオにおいて我々の適切な方向から始まるが、視聴者に表示
されるときに９０度回転されて終わるビデオをもたらすであろう。この問題を補正するた
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めに、ソーシャルネットワークを介してビデオを直接共有することを願うユーザにとって
望まない選択肢である、後処理が要求される。
【０００５】
　加えて、垂直な位置でモバイルデバイスを用いてビデオを記録することは、ビデオにお
いて横長というよりは縦長になる結果をもたらすことが多い。この最終結果は、テレビス
クリーンなど、典型的には縦長というよりは横長な大抵のディスプレイ上での開示につい
ては最適ではない。多くの場合において、特に社会活動、ライブイベント、又はユーザが
記録しているデバイスから注意をそらすことを経験する他の素材を撮影するときに、ユー
ザは水平方向に特別な注意をせずにビデオを撮影する。さらに、大抵のモバイルフォンは
垂直方向に用いられるように設計されている。従って、ユーザは、その意図した方向でデ
バイスを用いて開始することができ、ビデオが水平方向で撮影されるべきであることを結
局後で認識するだけである。
【０００６】
　従って、モバイル電子デバイスにおいて埋め込まれる現在のビデオカメラでのこれらの
問題を解決することが望ましい。
【発明の概要】
【０００７】
　本方法及び装置は、ビデオの水平フレーミングを動的に維持する。本システムは、ユー
ザが撮影しながら自由にデバイスを回転することを許容する一方で、撮影の間、最終出力
を、デバイスのビューファインダ又はスクリーン上のオーバーレイで可視化する。結果と
して生じる記録は、単一方向を安定した水平に維持するように後に補正される。本システ
ム及び方法は、キャプチャされたビデオのキャプチャされた表示の上にオーバーレイを効
果的に表示する。上記オーバーレイは、上記方向に関する修正された画像を示す。
【０００８】
　一態様において、本発明は、第１の方向を有する第１の画像を表すデータを受信するス
テップと、重力に関してデバイス垂直方向を示す第２の方向を表すデータを受信するステ
ップと、上記第２の方向が上記第１の画像の垂直方向となるように上記第１の画像を再方
向付けて（reorienting）再方向付けられた画像を生成するステップと、上記再方向付け
られた画像を保存するステップと、を含む、画像データを保存する方法を含む。
【０００９】
　他の態様において、本発明はまた、ビデオキャプチャモードを初期化するステップと、
ビデオストリームを表す第１のデータを受信するステップと、上記ビデオストリームの表
示を表示するステップと、アスペクト比を表す第２のデータを受信するステップと、回転
位置を表す第３のデータを受信するステップと、上記ビデオストリームの上記表示の上に
、上記アスペクト比及び上記回転位置を表すグラフィックをオーバーレイするステップと
、を含む、ビデオストリームを処理する方法を含む。
【００１０】
　他の態様において、本発明はまた、第１の方向を有する画像データをキャプチャするた
めの画像センサと、回転値を判定するための回転センサと、上記回転値に応じて第２の方
向を決定し、上記第２の方向に応じて上記画像データを再方向付けして再方向付け画像を
生成し、上記再方向付け画像を保存するプロセッサと、を備えた、装置を含む。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　本開示のこれら及び他の態様、特徴及び利点は、添付の図面と併せて読まれるべきであ
る、好ましい実施形態の以下の詳細な説明から説明され、明らかとなるであろう。
【００１２】
　図面において、同様の参照番号は、図面を通して同じ要素を定める。
【図１】モバイル電子デバイスの例示的な実施形態の概略図である。
【図２】本発明によるアクティブディスプレイを有する例示的なモバイルデバイスディス
プレイを示す図である。
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【図３】本開示に従った、画像安定化及びリフレーミングのための例示的なプロセスを示
す図である。
【図４】本発明によるキャプチャ初期化４００を有する例示的なモバイルデバイスディス
プレイを示す図である。
【図５】本開示に従った、画像又はビデオキャプチャ５００を初期化するための例示的な
プロセスを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本明細書において設定される例示は、本発明の好ましい実施形態として示され、そのよ
うな例示は、如何なる方法によっても本発明の範囲を制限するものとして解釈されるべき
ではない。
【００１４】
　図１を参照すると、モバイル電子デバイスの例示的な実施形態の概略図が示される。描
写されたモバイル電子デバイスはモバイルフォン１００である一方で、本発明は音楽プレ
イヤー、カメラ、タブレット、全地球測位案内システムなどの任意の数のデバイス上で等
しく実装することができる。モバイルフォンは、典型的には、電話コール及びテキストメ
ッセージを送信及び受信し、セルラーネットワーク又はローカル無線ネットワークを通し
てインターネットで互いにインターフェースで接続し、ピクチャ及びビデオを撮り、音声
及びビデオコンテンツを再生し、ワードプロセッシング、プログラム、又はビデオゲーム
などのアプリケーションを実行する能力を含む。多くのモバイルフォンはＧＰＳを含み、
またユーザインターフェースの一部としてのタッチスクリーンパネルを含む。
【００１５】
　モバイルフォンは、他の主要な構成要素の各々と結合するメインプロセッサ１５０を含
む。メインプロセッサ、又はプロセッサは、ネットワークインターフェース、カメラ１４
０、タッチスクリーン１７０、及び他の入力／出力Ｉ／Ｏインターフェース１８０などの
様々な構成要素間の情報をルーティングする。メインプロセッサ１５０はまた、音声／ビ
デオインターフェースを通してデバイス上又は外部デバイス上のいずれかで直接に再生す
るための音声及びビデオコンテンツを処理する。メインプロセッサ１５０は、カメラ１４
０、タッチスクリーン１７０、ＵＳＢインターフェース１３０などの様々なサブデバイス
を制御するように動作する。メインプロセッサ１５０はさらに、コンピュータと同様に、
データを操作するために用いられるモバイルフォンにおけるサブルーチンを実行するよう
に動作する。例えば、メインプロセッサは、カメラ機能１４０によって写真が撮られた後
に画像ファイルを操作するために使用することができる。これらの操作は、クロッピング
、圧縮、色及び輝度調整等を含むことができる。
【００１６】
　セルネットワークインターフェース１１０は、メインプロセッサ１５０によって制御さ
れ、セルラー無線ネットワークを介して情報を受信及び伝送するために用いられる。この
情報は、時間分割多重接続（ＴＤＭＡ）、符号分割多重接続（ＣＤＭＡ）又は直交周波数
分割多重方式（ＯＦＤＭ）など、様々なフォーマットにおいて符号化することができる。
情報は、セルネットワークインターフェース１１０を通してデバイスから伝送及び受信さ
れる。インターフェースは、情報を伝送用の適切なフォーマットに符号化及び復号化する
ために用いられる多重アンテナ符号化器、復号器等からなることができる。セルネットワ
ークインターフェース１１０は、ボイス又はテキスト伝送を容易にするか、又はインター
ネットから情報を伝送及び受信するために用いることができる。この情報は、ビデオ、音
声及び／又は画像を含むことができる。
【００１７】
　無線ネットワークインターフェース１２０、又はｗｉｆｉネットワークインターフェー
スは、ｗｉｆｉネットワークを介して情報を伝送及び受信するために用いられる。この情
報は、８０２．１ １ ｇ、８０２．１ １ ｂ、８０２．１ １ ａｃなど、異なるｗｉｆｉ
基準に従った様々なフォーマットに符号化され得る。インターフェースは、伝送用の適切
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なフォーマットに情報を符号化及び復号化し、復調用に情報を復号化するために用いられ
る多重アンテナ、符号化器、復調器からなることができる。ｗｉｆｉネットワークインタ
ーフェース１２０は、ボイス又はテキスト伝送を容易にし、又はインターネットから情報
を伝送及び受信するために使用することができる。この情報は、ビデオ、音声、及び／又
は画像を含むことができる。
【００１８】
　ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）インターフェース１３０は、典型的にはコンピュ
ータ又は他のＵＳＢ使用可能デバイスへの有線接続などを介して、情報を伝送及び受信す
るために用いられる。ＵＳＢインターフェース１３０は、情報を伝送及び受信し、インタ
ーネットに接続、ボイス及びテキストコールを伝送及び受信するために用いられ得る。加
えて、この有線リンクは、モバイルデバイスセルネットワークインターフェース１１０又
はｗｉｆｉネットワークインターフェース１２０を用いてＵＳＢ使用可能デバイスを他の
ネットワークに接続するために用いることができる。ＵＳＢインターフェース１３０は、
メインプロセッサ１５０によって、設定情報をコンピュータに送信及び受信するために用
いられることができる。
【００１９】
　メモリ１６０、又はストレージデバイスは、メインプロセッサ１５０と結合することが
できる。メモリ１６０は、モバイルデバイスの操作に関連付けられ、メインプロセッサ１
５０によって必要とされる特定の情報を格納するために用いることができる。メモリ１６
０は、音声、ビデオ、写真、又はユーザによって格納及び取り出される他のデータを格納
するために用いることができる。
【００２０】
　入出力（Ｉ／Ｏ）インターフェース１８０は、電話コール、音声記録及び再生、又はボ
イスアクティベーションコントロールで使用するためのボタン、スピーカ／マイクロフォ
ンを含む。モバイルデバイスは、タッチスクリーンコントローラを通してメインプロセッ
サ１５０と結合したタッチスクリーン１７０を含むことができる。タッチスクリーン１７
０は、１つ又は複数の容量性及び抵抗性タッチセンサを用いるシングルタッチ又はマルチ
タッチスクリーンの何れかとすることができる。スマートフォンはまた、限定されないが
、オン／オフボタン、アクティベーションボタン、音量コントロール、リンガーコントロ
ール、及びマルチボタンキーパッド又はキーボードなどの追加のユーザコントロールを含
むことができる。
【００２１】
　ここで、図２を見ると、本発明によるアクティブディスプレイ２００を有する例示的な
モバイルデバイスディスプレイが示されている。例示的なモバイルデバイスアプリケーシ
ョンは、ユーザが任意のフレーミングにおいて記録し、撮影しながら彼らのデバイスを自
由に回転することを許容し、撮影の間、最終出力を、デバイスのビューファインダ上のオ
ーバーレイで可視化し、最終出力におけるそれらの方向を最終的には補正するように動作
する。
【００２２】
　例示的な実施形態によると、ユーザが撮影を始めるとき、それらの現在の方向が考慮さ
れ、デバイスのセンサに基づく重力のベクトルは、水平を検知するために用いられる。デ
バイスのスクリーン及び関連する光学センサが横長というよりは縦長であるポートレイト
（portrait：縦置き）２１０、又はデバイスのスクリーン及び関連する光学センサが縦長
というよりは横長であるランドスケープ（landscape：横置き）２５０など、各可能な方
向に関して、最適な目標アスペクト比が選択される。挿入矩形２２５は、所定の（現在の
）方向に関する所望の最適なアスペクト比を与えられたセンサの最大境界に対して最も収
まるセンサ全体の内側に内接されている（inscribed）。センサの境界は、補正に関して
「十分な空間（breathing room）」を提供するために、わずかにパッディングされている
（padded）。この挿入矩形２２５は、デバイスの集積されたジャイロスコープからサンプ
リングされたデバイス自体の回転の逆に原則的に回転することによって回転２２０、２３
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０、２４０に関して補正するように変形される。変形された内側の矩形２２５は、パッデ
ィング（padding）を引いたセンサ全体の最大利用可能範囲の内側に最適に内接される。
デバイスの現在の大抵の方向に依存して、変形された内側の矩形２２５の寸法が、回転の
量に応じて、２つの最適アスペクト比の間で補間されるように調整される。
【００２３】
　例えば、ポートレイト方向に関して選択された最適アスペクト比がスクウェア（１：１
）であって、ランドスケープ方向に関して選択された最適アスペクト比がワイド（１６：
９）であった場合、内接する矩形は、ある方向から他の方向に回転するように１：１と１
６：９の間で最適に補間されるであろう。内接する矩形は、サンプリングされ、その後、
最適な出力寸法に収まるように変換される。例えば、最適な出力寸法が４：３でサンプリ
ングされた矩形が１：１である場合、サンプリングされた矩形はアスペクトフィル（１：
１領域を光学的に完全に埋め込み、必要に応じてデータをクロッピングする）か、又はア
スペクトフィット（１：１領域の内側に光学的に完全に収め、「レターボックス」又は「
ピラーボックス」を有する任意の使用されない領域を黒で塗りつぶす（blacking out））
のいずれかであろう。最終的には、その結果は、補正中に動的に提供されたアスペクト比
に基づいてコンテンツフレーミングが調整する固定されたアスペクトのアセットである。
そのため、例えば１：１から１６：９のコンテンツを含む１６：９ビデオは、光学的に満
たされた２６０（１６：９部分中）の間で変動（oscillate）することとなり、ピラーボ
ックス２５０（１：１部分中）と収まることとなる。
【００２４】
　それによって全ての動きの総計が　、最適出力アスペクト比の選択において考慮され、
重み付けられる追加の改良が行われる。例えば、ユーザが、わずかなポートレイトコンテ
ンツを伴った「主にランドスケープ」であるビデオを記録する場合、出力フォーマットは
ランドスケープアスペクト比（ピラーボックス及びポートレイトセグメント）となるであ
ろう。ユーザが、主にポートレイトであるビデオを記録する場合、逆が適用される（ビデ
オはポートレイトとなり、出力を光学的に満たし、出力矩形の範囲に入らない任意のラン
ドスケープコンテンツをクロッピングするであろう）。
【００２５】
　ここで図３を参照すると、本開示に従った画像安定化及びリフレーミング（３００）の
ための例示的なプロセスが示されている。システムは、初期化されているカメラのキャプ
チャモードに応じて初期化される。この初期化は、ハードウェア若しくはソフトウェアボ
タンに従って、又はユーザアクションに応じて生成された他の制御信号に応じて起動する
ことができる。デバイスのキャプチャモードが起動されると、モバイルデバイスセンサは
、ユーザ選択に応じて選択される（３２０）。ユーザ選択は、タッチスクリーンデバイス
上の設定を通して、メニューシステムを通して、又はどのようにボタンが作動されるかに
応じてなされることができる。例えば、一度押されたボタンはフォトセンサを選択する一
方で、継続的に押されたボタンはビデオセンサを示すことができる。加えて、３秒など、
所定時間ボタンをホールディングすることは、ビデオが選択されたこと、及びボタンが２
度作動されるまでモバイルデバイス上で記録しているビデオが続くことになることを示す
ことができる。
【００２６】
　適切なキャプチャセンサが選択されると、システムは次に、回転センサからの測定を要
求する（３３０）。回転センサは、モバイルデバイスの位置の水平及び／又は垂直指標を
判定するために用いられる、ジャイロスコープ、加速度計、光センサ等とすることができ
る。測定センサは、制御プロセッサに対して定期的な測定値を送ることができ、それによ
り継続的にモバイルデバイスの垂直及び／又は水平方向を示す。従って、デバイスが回転
されたとき、制御プロセッサは、ディスプレイを継続的に更新することができ、連続して
一定の水平を有するようにビデオ又は画像を保存することができる。
【００２７】
　回転センサがモバイルデバイスの垂直及び／又は水平方向の指標を返した後、モバイル
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デバイスはビデオ又は画像のキャプチャした方向を示すディスプレイ上の挿入矩形を描く
（３４０）。モバイルデバイスが回転したとき、システムプロセッサは、回転センサから
受信した回転測定を用いて挿入矩形を継続的に同期する（３５０）。選択的に、ユーザは
、１：１、９：１６、１６：９、又はユーザによって決定された任意の比率など、好まし
い最終ビデオ又は画像割り当てを示すことができる。システムは、モバイルデバイスの方
向に従った異なる比率に関するユーザ選択を格納することもできる。例えば、ユーザは、
垂直方向に記録されたビデオに関する１：１比率を示すことができるが、水平方向に記録
されたビデオに関する１６：９比率を録画することができる。この例において、モバイル
デバイスが回転されるとき、システムは、継続的又は増分的にビデオをリスケーリングす
ることができる（３６０）。従って、ビデオは１：１方向で開始することができるが、撮
影しながら垂直から水平方向に回転するユーザに応じて１６：９方向に終了するように徐
々にリスケーリングすることができる。選択的に、ユーザは、開始又は終了方向がビデオ
の最終比率を決定することを示すことができる。
【００２８】
　ここで図４を見ると、本発明によるキャプチャ初期化を有する例示的なモバイルデバイ
スディスプレイ４００が示されている。例示的なモバイルデバイスは、画像又はビデオを
キャプチャするためのタッチトーンディスプレイを示す。本発明の一態様によると、例示
的なデバイスのキャプチャモードは多くの動作に応じて起動することができる。モバイル
デバイスの任意のハードウェアボタン４１０は、キャプチャシーケンスを起動するために
押し下げることできる。代替的に、ソフトウェアボタン４２０はタッチスクリーンを通し
て作動されてキャプチャシーケンスを起動することができる。ソフトウェアボタン４２０
はタッチスクリーン上に表示された画像４３０上でオーバーレイすることができる。画像
４３０は、画像センサによってキャプチャされている現在画像を示すビューファインダと
しての役割を果たす。前述されたような挿入矩形４４０は、画像上でオーバーレイされて
、キャプチャされた画像又はビデオのアスペクト比を示すこともできる。
【００２９】
　ここで図５を見ると、本開示に従った画像又はビデオキャプチャを起動するための例示
的なプロセス（５００）が示されている。イメージングソフトウェアが起動されると、シ
ステムは画像キャプチャを起動するための指示を待つ。画像キャプチャ指示がメインプロ
セッサによって受信されると（５１０）、デバイスは画像センサから送られたデータを保
存し始める（５２０）。加えて、システムはタイマーを起動する。システムは、次に、ビ
デオデータとして画像センサからのデータをキャプチャし続ける。キャプチャ指示からの
第２の指示に応じて、キャプチャが終わったことを示し（５３０）、システムは画像セン
サからデータを保存することを停止し、タイマーを停止する。
【００３０】
　本システムは、時間値を所定の時間閾値と比較する（５４０）。所定の時間閾値は、例
えば１秒など、ソフトウェアプロバイダによって決定されるデフォルト値とすることがで
き、又はユーザによって決定された構成可能な設定とすることができる。時間値が所定の
閾値より小さい場合（５４０）、システムは静止画像が望まれたことを決定し、ｊｐｅｇ
などの静止画像フォーマットにおいて静止画像としてビデオキャプチャの最初のフレーム
を保存する（５６０）。システムは、選択的に、静止画像として他のフレームを選択する
ことができる。時間値が所定の閾値より大きい場合（５４０）、システムはビデオキャプ
チャが望まれたことを決定する。システムは次に、ｍｐｅｇなど、ビデオファイルフォー
マットにおいてビデオファイルとしてキャプチャデータを保存する（５５０）。システム
は次に、初期化モードに戻ることができ、再起動されることになるキャプチャモードを待
つ。モバイルデバイスが静止画像キャプチャ及びビデオキャプチャに関して異なるセンサ
を備えており、システムは静止画像センサからの静止画像を選択的に保存し、ビデオ画像
センサからのキャプチャデータの保存を開始する。時間値は所定の時間閾値と比較される
とき、所望のデータが保存される一方で、望まないデータは保存されない。例えば、時間
値が時間閾値を越える場合、ビデオデータは保存され、画像データは破棄される。
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【００３１】
　上述され、議論された要素は、ハードウェア、ソフトウェア又はそれらの組み合わせの
様々な形で実装することができる。好ましくは、これらの要素は、プロセッサ、メモリ及
び入力／出力インターフェースを含むことができる、１つ又は複数の適切にプログラムさ
れた汎用デバイス上のハードウェア及びソフトウェアの組み合わせにおいて実装される。
本説明は、本開示の原理を例示する。本明細書では明確に説明又は示されないが、当業者
であれば、本開示の原理を具現化し、その範囲内に含まれる、様々なアレンジを考え出す
ことができることが理解されよう。本明細書に記載された全ての例及び条件付きの用語は
、従来技術を前進するために発明者によって貢献された本開示及び概念の原理を読者が理
解することを補助する情報的な目的を意図されており、そのような特定の記載された例及
び条件に対する制限なしで解釈されるべきである。さらに、本開示の原理、態様及び実施
形態、及びそれらの特定の例を記載する本明細書での全ての発言は、それらの構造的及び
機能的均等物の両方を包含することを意図している。加えて、そのような均等物は現在周
知の均等物とともに将来発展される均等物の両方、すなわち構造に関わらず、同じ機能を
実行するように発展された任意の要素を含むことを意図している。従って、例えば、当業
者は、本明細書とともに提示されたブロック図が本発明の原理を具体化する例示的な電気
回路の概念支店を表すことを理解するであろう。同様に、任意のフローチャート、フロー
図、状態移行図、擬似コード等は、実質的に、コンピュータ可読メディアにおいて表され
、そしてコンピュータ又はプロセッサによって実行され、そのようなコンピュータ又はプ
ロセッサが明確に示されているかどうかを表すことができる様々なプロセスを表す。

【図１】 【図２】
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【図５】
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